
広報こもろ　８月号

新
図
書
館
に
つ
い
て
知
り
た
い
！

新
図
書
館
準
備
室
だ
よ
り

み
・
リ
ン

「
み
・
リ
ン
」
と
は
「
み
ん
な
と
リ
ン
ク
」
の
略
で
、

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　

新
図
書
館
準
備
室
（
内
線
３
３
８
） No.10

第
３
回

　
　

設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　　

６
月
24
日
に
開
催
し
た
第
３
回

設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
複
合

交
流
セ
ン
タ
ー
で
核
と
な
る
図
書

館
に
つ
い
て
、「
図
書
館
の
使
い

方
を
考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た
。

　

本
棚
の
配
置
や
高
さ
な
ど
、
よ

り
具
体
的
に
な
っ
た
図
書
館
内
の

設
計
図
面
を
見
な
が
ら
、
一
般
コ

ー
ナ
ー
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ナ
ー
の
配
置
や
使
い
方
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
市

民
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
く
場
は
、
今
回
が
最

終
回
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
実
施
設
計
の

報
告
会
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
決
定
次
第
、

広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
今
回
の
主
な
意
見

一
般
コ
ー
ナ
ー

・
閲
覧
時
に
、
外
か
ら
の
日
射
し

　

や
車
の
ラ
イ
ト
に
よ
る
支
障
が

　

無
い
よ
う
に
、
閲
覧
席
の
場
所

　

に
配
慮
し
て
欲
し
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
を
も
う
少
し

　

増
や
し
た
方
が
よ
い
。

・
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
を
少
し
減
ら

　

し
て
、
そ
の
分
、
奥
ま
っ
た
閲

　

覧
席
が
欲
し
い
。

・
蔵
書
冊
数
が
多
少
減
っ
て
も
良

　

い
の
で
、
本
棚
の
間
に
通
路
が

　

欲
し
い
。

・
書
庫
が
利
用
者
も
入
室
で
き
る

　

設
計
に
な
っ
た
の
は
良
い
。

児
童
コ
ー
ナ
ー

・
窓
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を
増
や

　

し
て
ほ
し
い
。

・
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
へ
の
日

　

射
し
に
配
慮
を
。

・
絵
本
用
の
本
棚
は
、
本
を
展
示

　

で
き
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

・
中
高
生
向
け
の
本
棚
は
、
も
う

　

少
し
高
い
も
の
で
も
よ
い
の
で

　

は
な
い
か
。

・
一
人
用
の
学
習
席
も
ほ
し
い
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
新
図
書
館
準
備
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１階図書館本棚の高さ（イメージ）この図面は検討中のため変更になる場合があります。

■空間の基本的な考え方
・エントランス付近は視線が通る高さの家具を基本とし、オー
　プンな空間とします。
・閲覧スペース、学習スペースを点在させ、利用者が選べる居
　場所をつくります。
・子どもの目線に合わせた本棚の高さや通路に配慮し、ゆとり
　のあるスペースとします。

通路幅
一般コーナーは130cm
児童コーナーは140cm
車椅子が通ることができ
る通路幅です。

いろいろな人
がゆったりと
過ごせそうネ

3段110cm 4段130cm 4段150cm 6段190cm

幼児や小学校低学年の
児童が利用しやすい高
さです。

小学校高学年の児童が
利用しやすい高さです。

視線が通る高さでオー
プンな空間を保ちます。
車椅子利用者も利用し
やすい高さです。

収納冊数と空間のバラ
ンスのとれた高さです。

開架スペース
▲

エントランス児童コーナー

開架スペース


